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は　じ　め　に

鱗とみ嘩設嘩郎挫．う裏嫡払 、＝ミ ユ身
西ケアとの騨で噸脚1』縣麺開嘩よん画
る・とこでは汀地鰍欲機能す搬郷設鱗肪一
と脇その問恥のかカ1わりを醐してみた》，碑

1うど

地域社会琴櫛能するとヤ）零鶴㌍設芽積極的琴地塚社

会の二一ドに対応することを意味し，さらには地域社会

の二一ドの開拓にまで及ぶ施設の機能が求められよヴよ

　・いずれにしても， 施設は閉鎖的な’自己完結型ともいわ

れるような存在であってはならないじポ地域社会と密接

な蘭係を創出し，且保持しなが ら処遇展開を考えていか

なけれぱならないのである。 　　 ・㌔ 　1’仙レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ド　本研究は，昭和52年度厚生科学研究費によるもので施

設職員を対象に，1、現時点め養護施設め社会化1地塚社会

乏の関係を諸種の観点から考豪を加えたものである』』

1く・嘩設の社舎化」・¢概禽規定勘ぐρ1マ ．…、、．

1』　「施設の社会化」の用語について　　　一 ∵ 覧 ’

ピ丁施設の社会化」 とい う用語は，11「社会化〕 め概念自

体が従来社会福祉以外の学問分野において多様に用いら・

れているために，施設に「社会化⊥と いう語をつけだご

の周語の概念もはっき、りとしていなレトよま してやダ 英語

で直訳的に社会福祉施設の s60ia工izaピi6亘、と表現して夢

ても1何のことだか分らない＆帰1．1、「・佃 ∵
・ぐ ∫i喋

⑳．r韓曜睾化耳昂う脚ヰ碑吻野砂ど
空嫡母引、き？？羽や騨が璽わ轡聯φ艶
ろ うか。

べ　1　　　　　1一　　 　　 ’　 　”　　　　 、

、9蹴会！陣念，φ塑澱命鱒て◎「堺
の社会化』

爆r社傘似轡鵬酵蘭剛ヤ’ち襖縦
御ま注とし律麟．働科倒翻学窃る・r そ

礎れ㊥黙抑る麟罐約して遜為醜蝉磐

蜷嘩閣 r欝騨』329翠1，同『欝轡
典』一149頁参照｝、

a 形式社会学め中心概念としてみ「社会化」

纈人り樺樋興影響り渾程鱒嚇・，、「跨

！ゆ形式」，を研輝鶴学繊立す翻紳ヒ曾

嘩断醐の擁斜即こ相当蜷
、． 、b 行動理論上の概念としての「社会化」

　他者め顕｛ ソナリティ（代表的存在は親ンと文化ぺ砂

依存状態にある者が，それへの同一化の過程としてい「社

会化』を行うとする概念である。・・役割期待比あらてlil人

格禿達の過程で扇Vくられお用語キ1現在最も」般的に使

腿れ七“る1 魁細ヒ」一も6clalizat1・血め概念脇る。・
一

二C　生産匠蘭ずる 下社；会化」 △　 ：・L・』 r『 ’1

　資本制生産におC・気生産力の客観的発展乏共｝苛・生

産は私的な形態から社会的，共伺的え壕るがよ それ』を生

産あ”『社会化■≧サ～う♂またド壺産関傑あ実践的変輩を

も社会化というる汐詳・ ・ア㌔冨蒼・富』ヤ・・ し

　こうしてみると，「施設め社会花〕き1とウ～（う銅藷は鯉地
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載社会と福祉施設が相互に関係をもち，影響を与え合

㌔い・共通の場を持ち・閉ざざ塵葦準い笏から鞄域社会に

翻かれ，社会的になるという意味におい七貞上記の飛衷㌧

的な三つの概念の渾然とした流用・組遜合せであるとv・、

えよう，そして，ぞれが今や社会福祉の分野そさらに旗

雑化し，特定の意味合いを持った謡義転換がなされ，そ

れが定着しつつある。

　②　歴史的に見た「施設の社会化」4〉用語例

　では，日本において1この「施輩彦）社舎化」なる甲課は・

Fいつ頃から使われたのであろうかg
』・

　第二次世界大戦前及び戦南は，丁社会」という語に対

’するイデオロギー的抑圧があったからヂ当然「施設の社

会化』なる語は無かったと推察してもよし・であろう。

　戦後，この「施設の社会化」と いう表現が公的な場で
　　　　　　　　　　　　　　　　り使用されたのは1951年（昭和26年）炉畷初のようであ

る。それは次のような例である。　

　『全国社会福祉凄業大会嬢告密く昭抽126年11月8，

9，10日）』，社会福祉法人全国社会福祉協議会連合会

　協議題第二，民間社会福祉事業の振興に関する問題…

1慨社会福祉施設の社会！ゆ蘭，．

　 「こ砂問題をま，今後の昆間社会福祉事業り発展に重要・

な意義を持づものとして期待されていたが，’時問の都合

もあって詳細タ論議を行うことができ獄かった。しか

し，’二，三の提案県から貴壷な事碗発表参あって，今後

を示唆するとこうヂあったが，結論として， 国民ヨ肇に

対陣聴祉の樺のため腕誕φう嫡ミ蜷殉る
よう・・その遷営に万全の考慮を払うこと， 吏に強力なる

広纐吻擦がある；と・緬 繊の緻馳麟
らの孤立を打破し，福祉社会の拠点としでの存立性を確

保するこ等ζが申、し合わされた。』、（同大会r『報告書』

30頁。）

領叫力聯に・ 本菌r励魁会福祉協議会醐
に協力する社会事業施設の態度につい淀〕という論文の

なかに，社会福祉蛮業施設の社会化類型ということで，

次りよラに渾べ馳ている。（r社錦業』第3倦i1号，

1953年）

』、 （1）施設固有亭業F）地域化

　「施設の固有事挙が其り地域の必要性ゾ問潭1こ応えド

伺時に亀域人の関心凄である時，此の雄設は地塚の理解

と支援を受けるのであるが，．；移がた融に健地塚4〉意志

碧採揖レた声業琶）経営」が挙要で昂る。

煎⑧： 施躁の地載的降営．二

・∫施誰跡後鐸団体ち二後採粗織を持ってその居主的意志に

よって経営がなされる時に，（ユ）が可能である。’、』客

　（3〉 雄設の地域福祉さの提供

　　　　　　　　ノ

　コミュニティ・セソターとしての福祉施設を志向す
る。

　ごれは， 今から丁度25年前に雷かれたものである。

2．， 、「施課g赴余化」♪の定義、

一 施設の社会化が意味するどとろについて，既にある程

度の共通の理解はなされているようである。しかし，そ

れは必ずしも厳密な意味での理解ではなく，むしろかな

り漢然とした感覚的なものである。

　　「施設の社会化」を他の類似の表現をしたものには次

のようなものがある。

　○「地域社会に開かれた施設」，（東京都社会福祉協議

会福祉施設と地域社会一施設の社会化をどうすすめる

カ、」　1976年）

　○「養護施設と地域社会との積極的相互関係」，（『第

31回　全国養護施設長研究協議会討議資料』1977年）

　○「地域社会に機能する養護施設」（1977年，厚生科

学研究テーマ）

　これらは類似の表現ではあっても，その内容を限定し

たものではない。あえて定義らしいものを探せば次のよ

うなものがある。

　『・・…・施設の社会化の一般的な定義「施設を地域め多

禄タ生活機能の一部と．して位置づけ隻利叩者の処遇向上

鳶壁り・繊眠嘩御たかめるために誰誕地
吻関潭深めてい一 」嘩枷）ら・∵一朕卑脇
前疹聲料44頁）

　一 口に施設の社会化と言っても，施設における何を祉

会化するのかという問題が検討されなければならない』

蹄卿殖おいて指鞭れているもの蓼列挙して裾
う。

a）「処遇の社会化」一権利主体としての施設利用者

！り生活隅の拡大をはかるFとによって， その処遇輝些塚

社会の「員としての利思考に与えられるようにすゑ弄養

である。管理的で自己充足的な象ヤ・処遇であρ｛膝なら

ない。

b）　「運営の社会化」r特に属間施設における苑設の

私有的，悪意的運営が排除され，その公共悔にお』曜地

設が民主化，近代化されることを意味する。そのために

　　　　　　　　　　　　　　　　　
ド ブ　　　　コ

も地域住民の施設運営べの参加が期特ざれ冶という考え

方である。

ρ）　「問題の社会化」．』施設問題は大部分が施設利用

者にとってだけの間題ではなく，その社会的背景におい

て全国民的課題であるという認餓は〆「問題」・を社会に‘

地域住民の前に共有の問題として問いがける 二こ「どに な

る6一（以上，東社協前掲資料18頁）　 1
1ン’

　これらの点をふまえ，本研究において未熟ではある
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吉沢他。地域社会に機能する養護施設のあ・耽かに関する臨床福祉学的研究

が，　「施設の社会化」の定義を提歩してみたい。

　　社会福祉施設の衝傘化とは， 奪傘界障制塵Φヒ理と

し肋社会騨躍が・ 施課用卸人権購 額
　構造の擁護という公共性の視尽嬉立至ズド』そφ絶誰に

おける処遇内容を向上さ麟ど癌そ噂璽轡

地域社会め麗二揮を充足遡壁嫡榊監ぞン
の施設の所有す翻所澱備・磯込噸灘1曇

　地域社会に開放・提供し， また，地域社会の側からの

　利用ず学習U参加などの働きぶけく活動ン に応ず鞄ど

いう・社会麗施隅地域社会との相難黒鰹壁
　いう。、

3． r施設の社会化」”の発展段階

これまで考察してきたように・撒鰍会化輿覇く

の側面や要因が含まれている．従って，これは一度に各r

側面から進行するのではな く1施設関係老や地域住民の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ベ　ヤ

漁暖韓そ馳碓会騨雑φ獅吟齢
て・徐々師やれ稗勉考えら搾、琴、餌難ど

し淋豹控糊嘩馨むの璽齢．特輿轡φ
側齢動りっづ1一 時紺後堺．ゆも・ある平均

的な馨隣が誰牢され越 レ傷いだ桑う参。
』．

　　、ノ

　この施設の社会化の段階を，う㊧、f動閃」』 畦形鱒↓「要

点」の視点から整理してみると次の通り！と、なるb』、ミ 、◎

　く施設の社会化の前段階＞　　　　　　「・＝二．訟㌧ゴ’

　ごれは施設の社会化が必ずしも快く受け入れられてい

ない段階である。、っま窮 』「閉ざされた施設ユ、状況媛自

己満足的であ多か，し自己防衛的である加で嘉なる燵1ぐな

らば地域社会との関係を持ちた くないとい う状況であ

る献レか・し，t全く 閉鎖的であるわけではな！ぐゲi施設関係

者や地元の有力者が関係レた見学や牽仕活動には門戸を

開いている。・ま た，．・ ご く…限られた人タ には会議などの場

所の提供も行っていることiがある6一｛
』．、

1 ：．、

　この段階は，　「相対的に拒否の段階」 と言う池とがで

きよう。

　く第一段階ヌ 消極的，受身的輩会化の段賢＞ぎ

夷前段階と異なり1， ある程度施設を闘放しえいごうとす

る姿勢が見られ，』ン定期的な受け入れもなざれている』61』し

が じ艶必ずしもそこに穣極的な意義を見出 む元いるわけ・

で電な廊 1むじろ地域祉会に気がねをしで丼その働ぎが

けに受身的である状態である。　㍗』』∴、｝二1 結『 い＞

嵐定期的なボラソティアの受け入れやヂ1申し込みに応じ

た易所の提供があるが1 それはづまるどごろ，と「場所を

提供する」乏 恥う意識の段階に留ま らているよ乳．〔 諺ぐこ

ふ之第二段階；11初期の相互関係における社会化の段階＞．

建ざぢ匿進ん宅，プ施設め働に・「施設は閉鎖的宅あぢでは

妨巌忌↓11噛設を地域社会に醐放幅こ1どは。漉設の

あるべき姿であり，むしろ義務であるゴ rといらた意識を

搬駄距範地騨会へめ師 りや働き醐を跡

一トしようとする段階であるb
　　　　 ，　・汽『』　 一1 　　　　 ”　　　♪1 　　　　』、

賂的には先の↑嚇の提供』即・唇冠挿蘇
⑰卿』僻辮碑株）」が価れる謹ヒレご賄
ら添の形で職員が参加・しているのが特徴である。

　しかし，この段階ではまだ「義務感」が先立ってい

て量、輩会化そ璽もり餐むしろ施設にとって声必要であ各

とい濾識ご乏喰5テ強り抽騨：母磯聯畔
おいみ．。鯉卿熊鉢しなげ醜ならない罐獅・

に意識している段階である。
　　　　　　．』・！ ll篤’ひllこ 　、・　　　　　　　　　　　へ』・

k韓麟畢鱒蘭識化された替雑鰍瞬
醐鰹搬興茜瞬ある葦、畷蝉分

公共性かち“らズ問われなけれぱならない。施設という

郷おレ脇 ．〈嘩騨し〆生活盤の確鷲図るたみ

ン諏蝉碗即轡臨鱒そ鱒蝉甥徐
の唄であおこと泌戴魍という 欝1嬉，ゑ1でい

る6

　この段階における社会化は，積極的な「他の社会資源1

との交流」であり・外部からの．「専門的な人的資源の牽・

け入れ」であり，これらは施設サービスの向上に役立つ

ことが十分に認識さ牲ている。また「施設利用者と地蔦

住民とφ寮磯餌， 潭頬舶燃」、参教されていく中隅薦1

｝設年施設利用者に対する差別や偏見がなくなり，人格的r

な交わりが形成され巌　．〆　　　　　　S管義
地羅会にと．てむ更二鶴絵お離翁盈謎

めの，「地壌福祉鰹留グ垂的な存在」 一という認識1斌な．さ

れ， 地域に とづて1も㍑施設が必要であるどいう意識が進1

・む。1り｝ 二＝ 匹 ルー
、1 ＝i宴曳・匙、調』き』 』、・・『・ 起rド 「［

　．そごをこおい喝は，㌃施設職員は第二段階めような義務的ア

な参加ではなぐ1・り社会化ゐ意義に自覚め亡いる‘ しかも

単に職員め参加だけ蓉ぼ濠東， llこづした地域証会と施設・

との交流“相互関係に施設利用者が参加するごと・が特徴＝

であるずづまり〆1第二験階セほ職員の参加比留まづ1え専・・

たむのが詫施設をど紅ま《本的要素である施畿利用者や』

その家族〆ま だ地域住民もその意識変革の上に立らて参’

加するのである5
ン監ト∫（ 培　 ，し巌、【・鳴1、1∵二き』監紅てご．ゴ．・

C一とれが単なる意識変革と個別酌な努力に終らないたみ

には，デごめ段階の施護め社会化を推進、 継続ホるためみ・

条件整備が何よりも大切癒ある訓ぞのための行政努カカ監1

蝋舗る讃瀧鱈…’i． ．1 塗』、 ∴湿1”ll
勉以上述べ之ぎだじr施護ゐ建婁娼董め前段階おまびぞみ・

後の三段階を表にすると次の壷ウ どな蓄3授二 ↓協～「・へ

　　．：．1ご
二
．1．．－く 』 、1｝・』以・’品1』i！父：1シ』ヒぐ隠濃1≦
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「苑設の社会化』の発展段階

段 階 祉会化の鋤因 社 会化の形態 要 点

　（前 　段　　階）

対的に拒否の段階

rしかたがない」という
放（欝慌くなや断わりた）　　　　　へ

○外部の施設関係者，有

力者による奉仕・見学

　の受け入れ

また，限定された人に

対する場所の提供

閉鎖性志向

　　　　（1） 　　　　　○地域社会からの働きか

消極的。受身的社会化　　　けに受身

の段喀　　　　　　　　　○地域社会への気がね

○ボランティアの受け入

れ

○場所の提供

場所の提供に留まる

　　　 （2）

初期の相互関係におけ

る社会化の段階

○地域社会へのかかわり

　働きかけのスタート

○それを鋒務，あるべき

　姿とする

○場所の提供

○人的資源での協力

○機能め提供

（初期的な）職員の参加

　　　　（a）　　　　　　入権擁護と処遇向上の必

理念的に意識化された　　要条件という認識

社会化の段階

〆

○仙の社会資源との交流

○外部からの専門的な人

　的資源の受け入れ

　・・サービスの向上の，

　　　　　　　ために
○施謙咋用者と地域住民』

　との有機的信頼的交流

○地域福祉セソター的な

　存在の認識

○意識化された職員の参

　加

○施設利用者の参加．

○地域住民の意識変革ど

　参加

○行政による条件整備一広

皿　養曄施誰の機能と地域社会

．　工業化の急速な推進により， 地域社会の構造ならびに

　生活様式が・「都市化」．し，「核家族化」、に拍車ががかり，

　コミュ←ケーションの帯造が多様化している。これらは

　児童間題を変容させ， 養護施設児童にもその影響は大き

　く現われてい多。 「間題症状をもウものが入所児産の穂

　を越し・ 、特に学習遅滞，情緒障害的傾向が多くみられ，

　不安定， 不信頼がその根底にある」と携摘されている。

　　（全国養護施設協議会『専門委員会報告』，、1976年）

　　このような入所児童に対して，．養護施設の機能も従来

　のよ うな収容保護的なも、のではなぐ1治療，二㌧教育的なも

　のにならざるを得ない。また，その専門的機能を十全に

　発揮するためにに，施設内の諸資源㊨みならずジ 児童の
’卜

家族，』1友人，教師を嫁じめ，関係機関など地域社会にお

　けるあらゆる資源の活用が必要に塗ってくる6 同時に養

　護施設は地域社会における複雑で多様化する児童の間題

　解決に対して・当然専門的施設とレて機能することが求

　められるようになっ、てくる。

　　社会福祉の動向として指摘されてきた「二一ドの拡大

　と機能の高度化」という特徴は，従来，地域性に乏し

くp閉鎖性の強かった養護施設にも次第に影響をもち，．

「施設の社会化」，すなわち地域社会に機能する施設のあ

り方が問われるようになづてきた。

　以上の動向は，それぞれ関連する二うの側面の展闘を

もつものと思われる。一つは施設養護における人問性と

専門性に根ざす「専門化』の方向であウ，もう一つは，

児童養護における施設と地域社会の統合をふくむ「計画

化」の方向である。

1。養護施設の社会化を必要とする要因

　①子どもの社会化
　ここでいう「社会化』乏は，社会生活において要請さ

れる価値や行動様式を個人が習得し，それにもとづいて

，自らを社会生活に参加させてい くことであり，人間が社

会によって形成される側面と，人聞が社会に参加してい

く側面とを含んでいる。

　「子どもの祉会化』は「成人のパーソナリティの安定

化」とともに家族の純化された機能といわれる。家族そ

のものが崩壊する危機によって子どもの養護そのものが

あやふやになっているのが養護施設児童である。「子ど

もの社会化」にとってその出発点から欠ぐことのできな

い媒体としての家族が崩壊してしまった児童に対して，
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いか解個酋舶に・・主体的に社会生活琴参卯できる嫁ラに

するか酔む肇護雄誰φ基本的課題であ為？ レた参gて，「

それは施設養護における人間性と専門性に根ξすて「専即

化」を要請するものであるが，同時に児童の人権を守る

郷醇って・卿ら鱗騨餌岡る勲鰍欄
無蛎卯ろが、陸騨鱒煙例、興≒鱒雌
とg牟《平等で布機的塗相互関係の樹享葬馨課隊資。

，華葎舞設の子どもり「桂睾些手、昧そ鈴奪しには不可鮮

重ある。、そ牲があってはじ菊て，施響肇誰（夢断兜援助

雛轡騨マミ ユニ ｝と家庭蝉誰卿館期
騨を聯騨のζ魍？
　¢、 生活り社会化．

　人間は1人で生活す多ことができず・何らカ）ρ共同生

活をしな嬬れ曜なら訟い？家族峠共同隼活の華礎的単位

である矯㍉翼に眉常的な隼活彿求り車足に嫡ヤ・くクかゆ

家族の共同隼活単位であう培撰社会が必要ξなる。、しか

し・エ業化の進展軽伴ラ都市化重該家族化の進行賎 家

族Φ間潭処理彰ヵを侮下させ， 共舜問翠の処理琴訪たっ

て住民の櫛互書！不テタをま吊い ら麹な．くな防事門機関に

よる専業的処理が原則となる。

　生活の社会化の状況はジ『『都市（遍密労農村・（過疎）を

問わず，一方で生活共同体としての機能が麻痺してお

防他方，葦禽騨や社会顎母が遅匁て野る為塑こ，ま

蓬呼隼活問輝激化り脊塗戸）鱒ある斜』、

そ；勘ら生活の社会化乾こ伴，う硲体斡客隼活梅が問題ξ

斉斡るg 昇牽にぐっていえ碑隼存権（福幾一匿療を含

な）、菟発達権 ｛教育〉，それに理境梅≧齢うものがわ恥

ρこ≧りできない 重り ζ曳てガ し恥 も具体的掌隼汚ゆ場

㊥磁雛余とy’う筆闇シ不テムリ内部気 蓄り保陣

り手苺て堺整備されなけ牲獄な謄塗いこと参提起されズ

きた。子どもが成長し発達する生活を保障す、る商め琴

鱗、毎声9も郷鴛く医舞を含塑し，翠育・ 摩憧≧いった

蕃柳㌘ 町嚇二塑呑9マステム～．勿の賂テ鱗

聾難卸弾騨鱗それ酵有脚蓼嘩晒 ？

穿ゴ賂9郷箔と・し磯能鯵け塾髄昏鞭と
於至尋ぐであ多黛．r．

．・ きが？て養誰雄設が子どもの問題を中心1ち、》｝わゆ

蚤福祉Φまちづくりの坦点琴な、り う浄脅力澗飽牲為物健．

雫黄多ρ、：4ζでも子考も4）人舞を守多裸庫に喬？』てり

「専門化」と「計画劃 が要譲さ騒が剥偶、陣域
母会∫を』「偉犀④共同連帯Q場」 之す蚤商砕吟 』灘設1牟子

ど．も同商の交灘舜親同忠の李流を嫡かる挺点≧なう：こζ

が贈職こな？窓登。，

2・蒋養護施設の機能毒池域社会㌧∴』

・♪①O養護施設の問題点L』
ご

、．・ ．∫　　』訊．

嘩郷設は姉曝児院育児騨とレ、微飾設の
系御’曝開・し，てき樋ρで賜 現雀の児郵所躍
り基耀で麺・関係翻学の爆に働’・鷺．ド1響
した処遇の展開ということから，入所施設が専門分化す

磯勢の嫡庵擁鱒は櫛騨入所嘩斡懸
が携摩褐とレ1殖越櫛設1こおセナ徽騨設堺
卸馨格をも？∫いうり

、

　まずその特質と←崎「部象の多様性」が昂げら薙蚕

鱒齢ても麹勲轡趣で鹸む5騨吻ゆ
る情績陣害泥が塔卯 レ我また他の専門分化しき徳翠にみ

飾き斡周辺児聯羅趣る・こ似うに対興揮
めて多様性をもっにもかかわらず，行政レベルにおいて

姥 剛併一ドにつ硬の†分蠣齢1なく・、し榊

す痙の脚漸撒噛略腿蝉の下殿定曜
難準律られてレ湊．∵．、

　第；の特質嫉「翠遇の日常蜂」噂ある。肇講施誰にお

舛る児箪処渾嬬，1そり日常隼活そのも㊦が葦本とタ為。

児童は施設の隼活におレ）て本食住をは導め，． 奉本飾御求

が袈されなければ妨な魅そ嫡壱こ働ナシヨ才ル

2尋 テァ桑◎貫御する舞実聾おいては，その二［、ドが極

めて降寧飾にし塑享足摩μ塗し～庫除群脅、もつ。

ゼ以上；？の特質鳶通トていネ多4とは，、未拝呼脱庫レ

客蓼い救舞的炸済奪あう。∫葬護施輩硯辿ってき＃道峠，

そ鱒鋤麟を煙騨却す勧り努力り摩 卑誇、あ

り∫・畜れカ｝ち』そ⑫社会狽奪幹ざす原動力も・ま毒幡弟の

点にあるといっても過言ではな恥d

　②：養護施設9機彫タ罪澤1∵。㌧、　　 　，。

　家庭では もちえない餐護施段の機能は5人権保障の機

能を基底として、1援助，治療久）機能がその中核となり，、そ

れをよ∫り充実し発展さ遣るために福祉の理念に貫かれた

研究の機能と、ノ ←シ》ルニゼア、グションの機能が必要とな

る。これを，、養護施設の課題である「施設養護の専門化」

と「施設養護の計画化』に関連して検討を加える6』㍑、．

　家庭崩壌による入所児童が増加してレ・うが， 崩壌に至

．るま での家庭内の緊張。，蕊藤が，ジまた親との別離が児童

篤幾重にも精神的外傷を与えている6しかもそれぞれの

発達段階で得ていなければな らない体験，r生活技術遇身

にっ けずに入所、してく る冠・したがって，r児童にと：づて施

設¢）生活その適のrが木駒環愛と物的環境を含めて治療碁

教育的なものでなけれぱならない。児童ならびに親の二

一ド，とりわけ児童の外傷体験にρい頂的確な診断と治

療ゼ援助艦ついてり專霞的力量り確享グ必肇醇な為6、」ま

為．児茸㊨生活基礎集団そのもの魁．養護卑当職員を中

核として治療的ヲミ ユ晶 ィとして確立されるζとが必

要となる6　 　　　 r　 　、　』1、で、、一∫ン 牙ン

一一
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　寄．ら！こジ施設の生活その警のが劣等感に？なが りやす

い児童に対して施設は人たる比価する生活，1その個性化

ど社会化を豊かにするものでなけれぼならない6 一児童自

ら選択しうる隼活を可能とする零 瞬ぢ何孝1りもブライ

バシーとコ ミ晶‘ケーショソの展開の場を豊かに用意し

なけれぱならない。これは，その生活水準比おいても，・

生活空間，時間，関係においても市民と しズの権利が保

辱されなけれ臆らないこと 癖す奄
r施鱗柳計画化」と町難蘭力く多樺化するな

かで・．児童1施設地域社会そ紅でれ犀つV・てゼ問題の

究明（調査）』計画一実緬「評個りとり∫夢を展開する

こと砺る櫓勲変鱗に齢薗働とおげる腿
問題を醗におさえ・その予瞬を郷撰もをこ・鐸
な二篇ドに対応するサーピスのネラ ト7←ぞを，、ゴミュ

ニティ。ミニマムとして地域住民とともに策定していか

なけれぱならないしその線上に施設として担うべき分担

を位置づけ，施設を地域のながに肉き，・地域が施設に開

かれるrことを目ざすことである。『し

　③養護施設の社会化　

　すで比一「施設ク〉社会化』舛ついては！ 革輩ζ培韓毒会

との援助， 利用，学習の相互関係め構造としでとrらえら

れ，①処遇の社会化，②運営め社会化） 喬周麺の社会化

ということセ検討がなされているε其捧酌には①施設の’

物的・人的資源の地域開放，②地域め在会資源の活用と

いうことそその項目・もあげられ亡‘・る♂ （前掲ゼ1東社協

「福祉施設と地域社会」〉　” 　ノt ご』1ド

　しかし，施設の社会化が問題とされる時レそれがあく

までも入所者にとろて意味をもつもめでなけ1ればなら

ず，・また地域社会に対する貢献もb施設そのものの専門

的機能の確立がその前提となるべぎである。単なる施設

の物的許人的資源の地域開放と地域の社会資源の活用に

とどま．る・ものでなく，より積極的な意図と展望が含まれ

なければな らない5

』（ユ） ・家庭的養護との関連：

　里親制度が停滞している現在，・乳幼児の養護相談が漸

増するなかで，・児童養育池ンターの設鷹と養育家庭制度

朔〉導λジあるいは週末里親と短期入所の弾ヵ的な活用な

ど，『家庭的養護と施設養護の連携，’さらにほその関連を

より有機的なものにする統合の方向が必要にな：ってきて

いる。1’ 』ぐ、： 1　ひ』　r 』r：’ ．ヒ 伶ンこ 二一

（2）』r 談』ド治療機関とめ蘭連

　情緒障害児短期治療施設ゐ整備が遅れていることもあ

り，がなり惰緒障喜児の相談，治療に対する期待力磯護

施設にもかけられくいるざこれは入所児童の中に増加し

てきている情緒障魯児に対応するための収容治療センタ

一』 Resid6ntial　Tたat血ent　Cent♂）・の役割を果ずも

のであるが，同時に地域の二一ドに応えようとするもの’

でもあるら 』　　 』L㌧一

　（3）他の施設との関連

家庭崩騨魑肺嘩誰が利用されるごとが輝で

あり・麟源鯵脇繍入恥鯛保醜どの距
ドに即した運用が望まれるよう忙なってき ている。ま

た，学痙保買の案殉地燐福祉ヤマター的機解の充実1

そして子どもめ社会化，’生活の社会化の視点から必要な

諸資源の造成，’活馬がますます垂要になってきている。

　養護施設が子どもの人権を守る立場から専門的な治

療，教育的機能を確立させれば，地域社会との「協働」

の有機的関係は多様な形で展開ずる’ごとがそぎる。施設

の内外を問わず動員可能な資源を積極的に活屠して，入

所者に対する問題解決の専門的力孟を高あなければなら

ない。 その上で， そゐ力量を有力な資源と・して地域社会

の問題解決のために活用していく。その内容ほ，地域の

二」ドと施設の立地条件，・内外の資源を構成参る要紫な

らびに・「施設の社会化」ゐ発展段階によ り多襟であるよ

皿　養謹施設の社会化の実態

』〔調査の概要）

　「施設の社会化』とは何か，また 「袈護施設の機能と

地域社会」の相互関係をいかに一とらえるかにづいて工1

五で述べてきた。この基本的な考え方を蛎と亮して， 実

際に獲護施設は地域社会と どのよちな相互関係をもらて

いるのかその実憩を明らかにするためビ調査を行らたぴ

施設側め調査だけではなくボ地域住民にも行わなけれぱ

ならないが員今回はその第一歩として施設側に焦点 を当

て， 施設職員に対して次のような観点から質問紙記入法

により行った。・

　奪） 現特点殖おける絶輩の蟹薯÷雄設内設瑚1璽実

鵯難緯と陪競内桁っやる柳事抑状
況，施設の周辺地域の状況など客観的癖突に関する設問

　②”施設と地域社会との関係一児童や幼児が通学 し

ている学校や保育園との関係，地域社会のブログラムヘ

の参加状汎施設の他の機関との闘係，ボランテイアの

受け入れ状況，施設職員の地域へのサービスの状況，後

援会活動め状況， 卒園児との関係などから，地域社会と

の連携の実態を把握するための設問”

　③　養護施設が地域社会・との関擦を保持じ， 新たに創

り出・していくことに対する施設職風・関傑者め意見友び

認識を知る一施設児童にとって，’職員にとってヂ施設

運営管理上，地域住民にと ろてジ行政にとらて，それぞ

れポジティブとネガティブな内容を伺数撰択肢に○印を
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記入する方法を加えた設問と今後の養護施設の機能につ

いての意見

　④「施設の社会化」に対しての具体的内容，．「地域

の範嗣」のとらえ方，「養護施設に期待される役割機能」

につ》～ての自由記述。

＜調蚕期間＞昭知52年度全国養護施設長研究協議会開催

期間の11月12日～14日で，1 間中比記入不可能であった

施設に開しては，後日郵送レてもらった。

く調査対象＞全国養護施設長研究協議会に参加している

養護施設職員と関係者298名

＜回収率＞配布用紙358枚，回収用紙300枚（内不能2』

枚），回収率83．2％

く回答考について＞（鰍長66・9％児童指導員15・7％・

書記9％，保母5．6％，その他0，7％），その他11人ζ児

産相談所職員， 大学教員等）　　　　　　　　 　ト

く施設の概要＞、

　第1表　設立年月日、

項 目

明　　　治

大 　正
昭　　和（1～20年）

昭 　和．（21γ35年）

昭、・　和 （36年堺降）

N．：　　A、

合 計

1 ％

12．6

4P5．

10，1

58．2

3．5

11．1．

1・・砿・

第2衷設置主体 第3表施設所在地域
』項’』　目　一 ％

都道府県立 2．1

市町村立 4．2

社会福祉法人 、88．9

．｝宗 教 準へi、．財1団法人

　1，4

、2．1

そ の　1他』 1．0

N．　　　　A 0．3

〆1合、 工00．0

狽 目

北海道， 東北

闘　　　東
中 　 　部

近　 　畿
中吼四国
九 州，沖縄

N．　　　A’

合　　計

％。

10，5

18，1

18，1

19，5

斗7・4ぐ

13．2

ε．2

100．O．

第4「表1｛児童定員 第5表職員数
い『

一揖 1％

50人以下

51～1Qq人
191ん手59人

151人以上』

N』r rき11』

39．4
、46．3

㌦10．5

3．1

　0．7

、，、合1 、、計／』1・…

1％

15人以下 　28⑩、

；β～ 20人き3卵
21

～25人　　1711

26人以上
一N．・　　　A 　　　　0｝3・

　 施設周辺の地域環境は住宅地域61％，農業地域31％，

商業地域3％，その他5％であるずまた，．人口密集地か

らの距離は，その中心部にある施設が36％，かなり 離れ

た所が55％，非常に離れた所7％である。

　養護施設と同一設置主体に♂りそ の取培内に他の施設

が設置されている所が36％ある。その主なものは保育
所， 幼稚園，教会ぺ寺院病院，診療所，学校1老人ホ

ーム，」母子寮，障害児施設等である6

1，地域のとらえ方1一…

　①地域の範囲
　施設と地域祉会の相左関係を考える場合，地域をどの

よう｝ことらえ，その範囲をどの程度と．するかによらてそ

の関係のあり方は異なってくる。「養護施設の機能を考

える場合に地域の範囲を具体的にど1のように。考えます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かd≧吸質問昏の回答眺学校区単倖、（小学駆あ
サコ 　　　　　　　　　　しじ ゆ　じ　　　　

融は中学校区）と行政区塚単隼（市町村｝が妥靴 す
るものが多い。そρ他乳、児童椙諌所，褥祉群務所乳 あ委

いは公畏館や層晋館な どり管轄範囲がよヤ）～皆｝う童見も、

塑饗りみら栖る。ま鵡』少取ではあ番参絶設入所児童り

侮護者の居住鱒囲を考感レて， 日帰りの坦来る律彦が去

い とすξものや，養護計嘩を開確にレ為う客でΦ鞄填設

定㊨鱗要蜂を指摘する憲見もある。堤童や職員り生活圏

と～ 地域社会殖機能す喬雄輩㊨律割ζを開連させて考ネ

ていぐこξ炉必要で南ろ，う◎ 、．し

　②　 地域と4〉関係』1、　　　　　．、、

　施設と地域との関係を施設職員はギ㊨よ う皆思ってい

う9であろうか。r身粋関俸1こ秀る」、ζ答柔為考墾5P彩・

「ふ？う」 が3吻ら癖侮レ・ 鰍も？か醜叫が
賜で輝・⑳羅が地脚の開馳・「県叫力吻う》き

剛ふ？う」 と蔑徽賦レ渦綱ナであ臥こ祖櫛勲ミ

日頃瑛ら努ヵを㌧ノ乏g効果が上って鰹多こ≧を歩すも

ぞ》で夢ろう冥 しがレガ後嬬寿れる雄設の母余イヒを阻々要

因として，多数の回答者が地域住民の施設無理解をあ婿

ている；とξ露纂あ診酵｛考えると，』単域住犀と衷画上

問題がなセ・之いう』蓋とζぺ、輿渾的に良ヤ・関係にあると』い

うこととの間には大きな開きがありそうであ多。ごφ着

をいかにう、めで野く塑参施課の社会体り県体的蓼裸題の

一ρであ為。 、　　　　　　　　　、
2， 施設児童の生活と地域の関係　　　 、．ド

養護施設で生活してV・，る子どもがジ施設という限られ

た世界だけでなく，一般の家庭の子ども と．同じょう．に地

域社会の中で，・ 年齢に応じてその生活圏を広げ，経験を

豊かにすることが望まれる。施設の社会化はまず二の点

を目ざして進められる◇

・①　学校と幼児の保育　　　　　　　　　　　　　
、、、
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90％以上の施設で小中学生は地域の公立学校に通学し

ており，施設内の学校に行らているのは4施設だけであ

る。．ほとんどめ児童が学校を媒体として地域とのつなが

りを持っているといえよ う。

第6表幼児の昼問保育

目　1r％

1第丁表　地域の施設』。機関の利用と地域活動への・1

　　　　参加状況

項

施設内保育のみ

全員地域の幼稚園・保育園に通ラ、

一部地域の幼稚園・保育園に通う．

施設内保育に坤域の幼児び参㌍、

．そ　rゆ 他

N．　　 』A．

40，1・

10．4

40．9

3．2

5．0

014

項

合 計　　t（きて

目 牌2鋼地響動

100．0

よく利用・参加する

時々利用ρ参卸すう

、ほとんど利用 ・脚ロしない

N．　A．

合、 計

30．3

51．9

13．6

4，2

100，0

34．8
『55．1

8，5

12，1

100，0

　幼児の昼間保育4）状況は第6表に示すよ舜亀施設内

セ施設の幼児だけを保育しているところ乏1』1 一部の幼児

（学齢前の5歳児が多いンは，地域め幼稚薗ゑ保育園に

通わせて“るところがほぱ同数で，ゴぞれぞれ約40％であ

る。全員地域の保育施設に通っているのは約10％，施設

内保育に地域の幼児が加わっているの示約3 ％である。

』施設で生活している幼児の社会性の発達良とう・七は，

地域め保育施設に通園する方が鐙ましいごとであろう

が，施設及び地域の状況比より柔軟性をもづ て対処 しレ』

施設の幼児と地域の幼児の交流，・父兄との交流ができる

ようになる工夫をしていきたいものそあるず

㌧②　友逢との交流

「r 設児童と地域の児産の交流状況は，・』「友逮が施設に

よく来たり，友達め家にもよく行く」どメ叙方往来のあ

る児童の多〔・施設が42％，　「友達は施設比乗るが，友逮

西家に師が餐い拷が多い施設が27劾反対にr友達

は施設に来ないが，『友達の家には行く」1者が多い施設が

慧多’「鱗童だけで遊酵轡1堺が13矯

　施設に友違は来るが自分では友達の家に行かない者が

多い所と，施設児童だけで遊ぶ者が多“所とを合せると

約46％であるσ 』 　　　　　r ヒ・＝・1 ”一
』」・

　③・地域め施設や機関の利用と地域活動ぺの参加

　養護施設は一般家庭にくらべると，ある面廼は施設，

設備は整っており，施設内でかなりめ欲求を充足できる

汎 それだけでは十分ではなぐ，㌧外に出更現爽社会に触

れ，・経験を広げていくこ・とが必要である5、 ぞの状況を知

る二端と・してレ 児童が日常生活めな1かて多どの程度地域社

会の施設や機関を利用した肱』地域活動に参加している

かをみたのが第7表である。　　・』㍉ミ’：・

　地域活動，行瑛への参加率の方が施設利用率よりやや

第8衷利用する地域の施設・機関の種類（M．A，）

項　　　　　　目 実数
　
％。．

回答者数kloo実人数　・

『公園乳遊び揚 工63 24．7 56．8

図雷館 56
8．5 19．5

児童館 27
4，1㌧ 9．4

公民館
26

3．9 9．1

コミュニティー・セソター
1 0．2 　〇一3、

ブール・体育館 125
18．9 43．6

文化施設 16 2．4 5．6…

教会・寺院・神社
60 9．1 20．9

商店・ディ転ト 92 13．9 32ド1』

一日里親。週末里親
も1 6 一8．5 19’5P

一般家庭 ’23
1　　

　3．5 8．σ

その他　
11

11．7 3』8

N，A．一 4 0．6 L4

合 　　　　計
66・！ 1・・，・1／

商く、な？てはいるカ㍉ほ胴じ状沸で・3割強り施設が

「よく利用，参加」しており，5割強の施設が「時々利

用，参加」している。

　第8表は児童の利用する地域の施設，機関の種類とそ

の糊状況である・r蝦遡捌rブ」1ピ 陣剃
r酷デバート」の利用率が琿い・地爺活軌鯵加

＠ては・お祭・鯵どり漣賑肺子ξも会など
が多くなっている。

　東社協が昭和49年に行った「施設の社会化現況調査』

（東社協，前掲資料）によれば1都内の社会福祉施設の．

地域資源利用状況は， 「利用している」54％，「利用して：

いなヤ｝』43％である。肇護施設は他の社会福祉施課の平

堺鰍す蝋地域の搬的鰍の利用率は搾郷
くなっている 。

櫛が瞠生活のなかで晦柳する施脚壱越ヒ・

施櫛員が撞叫遇向上の煙に地域碑F蔑雌機
関奄どヂ）程度利用しているであ5うか。約釦％の範設が

利用しているが，その主なものは病院・診療所・保健所

などの医療機関が最も多く43％1』次いで善意銀行，ボラ
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吉沢他・地域社会に機能する養護施設のあ1り1方に関する臨床福祉学的研究

ゴソデネァゼソタ’一， 、社協が30％であ．るo』児童問題への対

＝処として利用しているものに警察，家庭裁判所が12％，：

ゴ精神衛生セ ξ／ダ肖，二一教育相談所が』9％であるず ・＝「養護児

：童の質的変化」一というFこどが言われるよう に』非行問題

を：もつ者》き情緒障害児レ寮学習遅滞児な㎏どが数多く入所し

・てぐる6』これら、の児童や家族に適切な処遇を行うため

・に，養護施設には職耳の専門性を自ら高める丼どと橘に，』

こ地塚の専門施設と．の連携をどうすすめて悔X』かが今後の

課題であろうみ1マ 『』、li． 1』 1馬 、＝δ 1』ンぐン
‘

・④ ボヤ γテイ7＼との交流』、

』、g6％の雄設が置ラ￥テκアを受け入れてし遍σ1直接子

㊧も、と識れ合うむのと毒てぱ，「児童の遊び相手↓「学習

指導」「趣味やクラブの指憩」「レクリェー部ギン指導」

「理髪サ考ス鯵夢樋、9、 誹ら璽ラマィ鷲
，通して施設め児壷はいぢヤ）ろな立揚め人々と交わる貴重

な経騨を得《いる6ボラ渚ティァについて詳しぐは後で

．述べるらr、1

　⑤1』家族とめ関係　　焼1　　　　　　一”1・・トゼ

脚ことつ磯林初蜷族との吻1瞬麺っ
’てい融と咳モ1ぐは陣騨会磯能す確謙即

塑撰え範碑癖視点聯否・、、

家卿醗鵬題卿宅状韻臥聯タ瀦果
」は調樺が蝋≦略粛りした傾向は？勘、拠・
．魁萄会に来邑歯りも児童が帰宅する率が高く な？てい

1る。定期的に家族の面余のある者が多い施設が9％，’二定

1期的に帰宅する者が多い施設が27％であるg　．、［、．ニゲ

⑥　卒園生の塗潟
凱、・

　施設児童の生活実態を地域社会との関連でとらえる時

琴，、灘談奪串∫からの児童の妹況す結び？けて考える事

r～

9表1』卒園生が挫会に出文起すトラ・ブルて酸1ム． ）

卜

㌔

項

も必要である。　 ▽∴「 　㌧1・ド1ン∵ミヌ翌輩

噸生から嘩桝瀦ど恥う蹴連絡部て燭
か殖2いての費告はごこでは省略奪し， 酢園隼参社会｝；

鰍ら轡弊慰惣ぞ鯵と1
鞭表に擁ように汀鱗で鰍問縣」雌鰍

いて多ぐ・次睦で「家諌関係」r疋恋愛ジ績婿問潭4であ

る6．1ζこでみ5れる大きな特徴嬬トラブ勘㊨原因が

「人間関係」そのもの彰いうことである。施設内の限ち

れ牽入聞関係ヂ狭い生活経験がその主な原因の一つとし

て考典5れ1よ臥』施設そめ処遇のあり方に問題はなレ功1

検討をしてみる必要がある。

3．：ノ施設ど地域住民之の相互関係1≧1， 　r一

』 これ．ま、で児童の生活に焦点を合せて地域祉会と・の関係

をみてきたがド．こ ごヌきは施設の全体的機能と地域住民き

のかかわりを中心に施設め社会化の状況を．さ』ぐるβい一

．①，地域住民との関係ll，潔ご．』1 ．』雫』 ．一 訟』1ンζ

、一 設職員が地域住…母と』ξのよllうな交流をもづて喚るか

というとゼ第10表にみるざくときく学校関係を中心と：してい

・第10裏1r学校教師・。地域住寓とあ蘭廉 （M．黛シ・・三！・

目 勲％、肇攣焔
　　　　　　実人数

経済間題、 55
8．1

　　』』　／
9，4．

仕寧上めミ』ズ 29
4．3 10』2r

職楊での大間麟ン 220 』3217く ㌧？717』い

療族関傑・1 64 二9溶 22酢6二1

｝友人関係ン、 55 8i三「 49ご4モ、

恋愛≧結婚問題 63’． ‘　9．31 頃22』3 －、

．非行問題 57 8．4． 1　20』1＝』
．’

」交遡職 ，25 　3r7、

8し8七

蒲，薫 ．、13 工，9；
4．6．

生活鐸醍ら蜷ざ1
そφ他 23

、7．9

．4 r8．ゴ

N、A．
18 』　一2．7 　　［6．4

－

項 目・実数：％・、回答墾馴
　　　　　　　　　’実人数

学擬の燭会で話し
合づ程度・

、13乾 24■8 ll 46・暮でyノ

履特男唖な揚合に連絡をと

り合う程度

50 1L2
ゲ 〉26＝8 A

pΦ谷疫員等を積極的’

に峠うける
1120

22』7r
”＝1畠

42為

施設で学核教師どの怨
会を裕◇

453 卜29．1 52． 9
施設で地域住民との懇談会琶

もつ．、
φ他F　　㌧
』A．＝．

28

3
5．3

．1
’1

．3

　’」9，g　r窯・

’♪Pb’■「

・蚕

　11，染

合』 　　　計
11528

100．0

合・1 計・ 675』伽1／

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤハニ　ヒドし
るこ1とがわが㍍轍⑳父母会で話し飾た甑P雪、

Aの役員を引き受けたり， 教師との懇談会を施設で行っ

ていう・しかし・学校を媒体と購純糊こ地職聯
の会を施設でもちている所はほんのわずかである6し

；次聯騰即地域濁への参加脚為う蘇晦
；加しゆる」緻が66％ 「しやない瑛設が畔で．・

1あり』紺そ禰2の齢砺る・参カロしている繊活
　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　o　　』1
鋤の種類は第1嬢のよう吃こ・町内会自潰会活騨脚
一多くなづている焼1青少年問題協議会委員や民生委章ザ堺．ゴ

欝蹴離麗濃鮮iliあ登斧轡▽

』一！207
一
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第U表　地域活動の種類（M，A．）

項 目

自治会等の地域活動

自主的な研究活動

サークル活動

青少年問題協議会委員

民生委員・児童委員

保護司

その他

N．A．

合 計

実数
86

21

41

48

28

24

46

3

406

％

29，0

7，1

13． 8
16，2

9．4

8．1

15，4

1．0

100．0

　施設職員が地域活動を行う場合には，仕寧の一環とし

て専門的に行う面と地域の一住民と しての立場で参加す

る面とがあると思われる。前者の場合はコミ昌ニティ・

ワーカーとしての力量が必要である。後者の場合は最近

次第に職員の通勤制をとる施設がでてきているが，仕礁

と生活の場が離れ，職員に地域住民としての意識も育ち

にくく，またきびしい現在の労働条件のなかでは，その

時間的余裕も見出せないであろう。むずかしい問題であ

る。

　②　ボラソティアと施設との関係

　施設と地域を結ぶ貴重な役割をボランティアは荷って

いる。今回の調査では96％の施設がボラソティアを受け

入れている。都内の社会福祉施設のボラソティア受け入

第12表　ボラ》．ティア・グルーブの種類（M，A．）

項 　　　目　　　‘ 実数 ％
墜麩×100実人数

グ々［ブ

町内会の婦人会lr

103
10．5 37．3

農協の婦’入部
20

2し0 7．2

．宗r 、教　1団 体 95 9．7 34．4”

大学生のグループ
138

14．2 50．0

商校生のグループ
119

12．3 43．1
・” 労者みグルーゾ 154 15．8　 55．8

』その他の．グルーブ 68
7．0 24．6

二個当人

主 　　　　」 婦
66

6．7 23．9

学 　　　　　生
65

6．6 23．6
　 　ト　　　　r

蛋 縫逃』1童’勤1ご”il：労r者 118

73
1．8

．5

6．5

6．4

巻
1〆’ノ

　入 20
2．0 ．　7，2

そ　1』 の 1』他
r20

2．0 7．2

不 一　　　 朋’ 19
1．9 　6，9

合　　　「 計．． 1・呵／

れ率43％に比べ， 極めて高率である。（前掲，束祉協資

料）

　ボランティアの来訪回数は，平均して月1回が24％，

週1回が23％，月に2～3回が工9％である。ボラソティ

アとしてグルーブでくる者が72％，個人が29％である。

グルーブの種類は学生，勤労者，婦人会，宗教団体が多・

　　　　　　　　　　　験い。　（第工2表参照）1

　活動内容は先に児童の生活の所でふれたように，直接

児童に接するものとして，第13表のように「遊び相手」

「学習指導」　「趣味やレクリェーショソ指導」などが多・

い。その他には労働奉仕（洗たく，掃除など）が商率を

示しているが，管理的，亦務的な仕事や，専門技術の提

供は少ない。

第13衷　ボラソティアの活動内容（M．A．）

項 目 実数　　％

労働奉仕

管理・事務的仕寧

児童の遊び相手

学習指導

趣味・クラブの指導　

レクリ孟一ショソ指滋

理髪・美容

専門技術

その他

N．A．

186

　5

195

119

88

85

164

5
16

　2

21，5

0．6

22．5

13．8

工0．2

9．8

19．0

0．6

1。8

0．2

回答者数×100
実人数

67．4

1．8

70．7

43．1

31，9
　　㌧
30．8丁

59．4

1．8

518

0，7・

合 計
18651

100．0

　ボラソティア係を置いている施設は64％，置いていな

い施誰が34％ある。 ボランティア係に嫡児童揖導員がな

っている揚合が一番多く50％，施設長が18％，主任保母・

が15％である。

　③　地域住民への施設サービスの提供

次に施設が地雛民にどのようなサーイス凝脚て

いるカ）という面から相互開係奪みてみタラg」、

、

まず地域住民昏の施設の建物設備の開放棚匿6α

％の施設が現に開放しており，今後する予定でいる所を

合せると70％近くになる。開放している設備は第14衷み

とおりである。

　施設設備を開放することは必ずしも施設と地域の取方

のプラヌになるとは限らない。ただ開放すれぱ良いとい・

うことではなく，施設側としてどういう条件を整え，協

力体制をとればよ いかを具体的に検討し，相互理解のき

っかけとしての有効な方法を考えたいものである。

　地域住犀へのナーゼスとして職員のもつ専門的機能み
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1一

14表 開放している施設』誰備の穏類（M・A・）

項 目

　園

　会 議室兜 集会
体育館，ブ　ー

保育室，遊戯
駐　　　車

　図　　　魯

　ゲスト・ノヤウ
・炊　　瑛　　設

り医・ 　療　　 設・

　そ　　　　の
N‘

．庭

塞
ノレ■

室

場

室

ス

備

備

他

A．

合 計

実数．
100

95

39

28

28

20

5
5
3

、31♪

8，

362ド

彩

27．7．

26，2

10．8

　7．7

　7．7F

　5，5

　1，4

・1』4

　0．3

　8．6

』2，2二

100』0

・提供状況は，「すすんで提供している」19％，　　　　　　　　　　　　　　　　　 r地域から

・の要請に応じて提供する」29％，・「提供していな硫」49

∬である6r提供しでいるところとレ・輌曇 ろと・ほぽ
・半数ずつであり，㌧施設設備の開放率に比べうとかなり侮

≦㌃？てヒ、るo

　第15表　提秩している職員の専門的機能（M．A，）

』』』

　　　　甘
　　　レ

　
魁％騰勤

吊相　　談・指　　導
マ．481

19．2　　35，0』・

　心理判定・指導
　’医』』　 　療』

　』幼　　児』保 』育

　、，学

、．

　　保 育1

漁子ども会やボーイ 。

　勲 ウト噛導
　レグリ属一ジ急ソや
，』スポ【ツの指導！

　学，習　指　導
　講座等の開催の企画

　講舗の 湶・遣

　そ㌧　の　・ 他

・渋NP　　 t・ひ　　A．

　　竹r1

7
・5

16

7

2．8　　 5．1

2－ol　
』』 16

6．4　　　・11；17

2．8　　　 、、5．1

41　16．4・ －29，9

58　　　　23．2．　　　42，．3　．

6
14

40

2
6

2，4

5．6

16．0

0，8

2．4

4．4

10．2

29．2

1．5

4．4

　　合　』r－計　25・1・俳・

　第1与表はどのような専門的機能が提殊されているかを

示したものでおる1。「レクリェーショゾやスポーツ指遵」

「子ども会やボ■イスカウ トの指導」やヂ「相談。指導』＝

「講師の派遣」＝ などが多くアその他はごくわずかそあ
る㍗，．ゴ

　「今後養護施設に期待される役割について」の自由記

述の夘’には・ζ ．r騨の壁福祉センタ欄役割」をあ
げ， 地域の児童衆家庭の相談1 指導，、学童保育，． 里親家

．、

■死　－　　』

　一　1

一．．い条件が多いが，施誕営の駐化を獄め児趾
その二

　庭の開拓，r指導，児童の健全育成に関する資料の収集と

　情報の提供などを行うことが提案されている6

　次に，施設の行瑛や日常ブゴグラムヘの地域住民の参

　加状況をみると，「参加している」71％，「参加していな

　い」27％である。行蛮の種類は クリスマス会，、運動会，・

　子ども会，・学園祭が多い。1地域住民への施設サ層ビスの

　提供としてこれまでみてきな施設設備の開放，職員の専

　門的機能の提供に比べると，施設行礁に住民が参加して

　いる率が」番高いことになる5

4，・施設運営と地域の関係

　 ⑦　地域住民の施設運営ぺの参加

　．養誰施課は地琴の福祉施翠として住民から支えら弗二

　かつ住民の要望，「意見を民主的亮反映した施設運営を行

っている肇ろう苓』”
．、

　後探会緯織の有る施設が39％1無レ・雄謙参．56鬼であ

る蒜為、、脚眠が韓の脚や鍛即ξに就任し

ている撒が5％してい勘施設麺％嫡祝r施
設運営，処遇向．≒◎た玲皆こ絶域住犀り意見が康際誉れ

融う織鎚施て韓す如と紡鱒マは』ある

踏えだ澱が・殊なぴという答拶咳である識
罠の意見の吸上ザ曝ま準吉だ少ない現抹黍あう。 南郵と

駅櫛類聯鄭毎鰹る方齢・職酬納会・
の餌紗たワ伊．餌り飴婬で曝φ醐を聞い

嫉弊離鰹御婿獺瞬ら．て醜．そ磯
員を通レて住犀の學華を鐸擦するなξで南る。．わず疹で

はあるが》定期的に地域代袈考と懇談余を持づたりボ施

設開放日を設けて来訪者と語し合ったり，地域住民匠シ

ンケrト調糞飾画嘩拠麺gf ＝ン・

き』1、 』 ，1

、
今鶴騨融嘩即痺騨耀めてい≦粥、当

蔓』住即施趣綱硬墾』醐を粉に撒し拷
れを鰯ぎ放じではなくどのよ’らに施設蓮営にとりズ栽， ～

児童処遇の向上，地域福祉の充実を実現すζか㊨ズ区セ’

スが大切になってくるゲ

　②　保護者の施設運営への参加

．嘩の保騨嘩設騨へ縣わ睦みると・保講
会が組織されている施設なわずが2％セあり， 90％あ施

設比は児童の保護者同士の連絡，・ 連携はないのである。

同じ犀漉福母雄設でも陣害児施設の保護者傘紀織率73％

　（前掲， 東社協蚕料ン比比べると1養護施談の性格五や

むを得ないとはいえ，あまりにも低すぎる‘施設側から

め積極的誉働ぎがけと・支援が必要である。

　保護者の希望や意見が施設運営に反映さ麹る畿会犀？

いては，ある施設が15％，ない施設が73％である。養穫

施設は親や家族の協力を得ることがいろいろとむずかし

一2σ9 一
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家族の人権を尊重し∫ 髪の生活を保障し・て㌧｝くためには

欠かすことのできないボイ．×トであろう。

　③．．地域住民の施設理解のための活動状況、

1㌧地域住民が施設への関心を高め， 理解，を深めるために

は，’ 設が積極的に養護問題，施設問題を地域の人々に

知らせる努力 をし，・学習の機会を提供しなければならな

いo

　定期的に』「園だより」や広報紙を発行している施設が

29％，発行していない施設が59％である。 発行されたむ

のは，町会に依頼して回覧しなり，、近所に鴎獅し摩り，』

後援会会員に送付し為り，来訪考鱒手潭誉れきり1してい

る。

、，曝欝の発行の他に・ 鶏に騨力隅獅9てい多
啓蒙活動には次のようなものがあるg、．

，ぐ、＝．

Q見学考やボラソティアの姫継受け不れ
　，○実習生指導4）充実

』○新シテ1 ひクーノレ・』母群級吻騨麟鴎

　　保専や舞大で講義をする

　○施設行事ぺ住犀の参卸をよがかけ喬r

　◇市の広輯誘〕斯鴨雑静こ執筆しき9・ ラ蔀牢や重

　　ヒ9こ串演す為　

l　Q後屡会墾緯を広励清動奢充実肇彦亙　．

肱腰嘩会化吸鮮？嘱麟奪轡てきた
が，、施設と地域徳会との相互作用の渾律畦都分申に嬉が

効進塵きている剛あるが・全麹！駅瞳つ皆の

慰飽たと≒蓼あり・筆咳鯵、躰的琳嘩
索して》・る段階といえよう。

設職員¢）意識を．「児童施設職員，．施設運営，”管理上坑，地二

雛犀・徹にとっ てどん臆勲もつカ’」や獺点1

から考察してみたい。　　　　　　　　　　　　　　1
て注，この章で扱う統計表は一貫して2項目回答をした1

者が14名あらた汎考え方の傾向に意味があ為ので採用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1し，回答303とした）

1，　児童畳ことっ」て

　第16表にみるように「児童の生活の場の拡大とそれに1

紬なう地域社会での豊かな体験銀さ〕をあげている1

もの魁回答者の49、9％と輝半数を占め，同じく「人間1

関係の拡大』をあげているものが3臥3％となって吟る。

いわぱ86，7％の ものが， 児童に とってはブラスである騨

を示 している。’しかしごく僅かではあるが，マイナス点乙

をあげて㌧・るもの，施設内の児童生活の充実を強調しで

いるものもあることに注目しなければならない。それら・

を職種別にみると第17表のように，直接処遇にかかわる・

　第！俵 職種 別 　　　　　 　　　（％）

　’施設児童に
・　　　とって　（1）　（2）　、（3）　（4） （5） 計

職種
総 数139乳8154，q2漣L4「2・頼6

IV　施設の社会化に対する考え方をめぐっで1

旗奪雌の社会化の躰的船麟現灘づい
てみ実態を略述してきたが，ここではそ㊨背景匿ある施

施　設 長 42，649．5 2．7 2．1 3．2
）　1　．

100．0

轡・　　記 40．0・56．0 4．0
一 一

ユ09，0

保母・指導員 31．065．5．1．7　 一
1．7 100．0

そ　 の　他〆 38．9．61．1 一
一　　【　　　一　■　一 10α0

9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
保母，揖導員に「生活の場の拡大と豊かな経験の意味王

をあげているものが他の職種よりも多い。．施設長は立場・

上，諸種の考え方があり，（1）と（2）との差は殆んどない。1

児塑腿にとって鞭的な人間蘇嚇力｛りや勲な1
経験に処遇職員は意義付けを明確殖してい蚤。’次に年齢’

　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　パ別で夫ぎな差はみられないが，40歳代後半の施設長に否1

第16表　児童にとって．

　　　　　　　　‘■』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目 実．数

拶1叉風61巨・

答数 暉設数 ・

×100

① 饗贈襲駕踊1酔）碑卿人と麟ことができ
②、・生活の場が依がり，地域社会のなか頴豊かな体験をつむことができ良い

（人）114155 、　　％　

36．8・

49。9

　．〆％38．3

　

52．0
　，

と思う。 二　　

L

ll）鰻欝鞭起す脚鰍多1曾郷遇脚騨きな 6 2β㌧ 2．3

磁）い児産のブラィ・ベイ トな時間や場所が侵されるのではな魅・かと思われる。 3』 1．3 1．3 i
（5）地域住民の理解がないので・1．む、しう絶設内での生活を充実させた方がよ 7ド f216’ 2．7
　　いと思う。　　　　　　　　　　　　　　　．、　　

　■

6）そ　の　他『
6 2．3

　　

無ゲ回　・ 1容：　　　　　『7 ノ己
12 4，3． 5．0

旨

』バ；“ Pn
計』1

303 一一 0甑・『 1／1
一210一



吉沢他・地域社会に機能する養護施設のあ、り方に関する臨床福祉学的研究

第17表　職員にとって 一

囚・‘

項． 目 実　数　工Xlooκx1
　　　　回答数　　施設数

勉地麗会栃瀟さ弗鮪される ことによづ蕎職員の専門性鵬め』
　〔ることができる。』

（2）㍑職員の視野が広まりレ自己の仕蛮を客観的に評価する こ渚がでぎる♂・一
．、

1鎮、職員の労働過重と磐為ので，』現状ではよいと思わな》・ε 怨 1ゾ賊潔　．

（4）施設児童比かける時間が少なくなるので，よいと思わない。

ζ5）’その’他

無 　回 ㌧答

　　　　　　、％，　　 、％

　84　　　　　　　　　　　　　． 28」2

乙175・　　イ57・3 　　 二59終1

・18　　　　　6．2； ・　　　　6る4
　8　　　　　　2．9 　　　　3．0

　2　　　・砿7　　　αク
　16　　　　　　5．5　　　　　　5． 8

i『

合 計
1』

303 1100．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　、、　
　、 　．

定的要素を指摘しているものがあるポ地域別でみると、関

東， 』関西1（大阪を中’らと．した）、しに否定的な意見をもつ施

設長が目立づ。いわば丁構緒不安定性や事故」 を起す危

険性をあげ処遇効果のマイ、ナスを強調し， さちに児童の

プライ界シィ の浸害をあげている6 それも殼立の新しい

施設にあることがわかる。いわば地域 とのつながりが新

しい設置の為に出来ていない揚合と想定できよう。 し、

2．：f職員にとらて二 』・

、員
ll

｝ 1蹄ド！ 一∫、又

　施設の社会化が職員にとづズ如何なる影響があるかを

みたのが第17表である「職員の視野が広まり舜自己評価

の機会が与えられる」 と願う職員の日常の働らきに関連

した考え方を示じたものが57，・3％であ．り
， 次いで丁地域

社会がぢ期待され訴専門性の高まり を自ら期待できる」

と施設職員の専門性を強調したものほ27i4％で，1、前者の

単致とな6ている。丁職員の労働過重」’』をあげて否定的

な考え方を示しているものが6．2％丁児童に対応する時

間の減少∫をあげているもの．2． 9％ あわせて9．1．％の

否定的な回答が示ざれている♂この背景には・ 1施設の状

況との関連で検討してみなければならない課題が潜在し

、てい蒼と思われる。

鯖18衷 職種別　 ㌧【∵” 1r
（％）

　　　職員に
　　　　　とって

（エ） 　（2）　（8）　（4）　 計
職種別，

r数～：

¢・

　．灘ミ＝設 ’艮こ

　魯　　　記
c保母・指灘員』」

1そ　　の　乏他r

2gl刈6・12b6坤q…．．
30．9　・57．1　　　　　　　・・4．”2

4．254，2．4．2
19．3・　73．7　　　5．3－　118

23・576・5　　，眞

1100シ0：』・

100．O
　　ドヤ　ド
100．O

lloq、 O
摩

　るこ馬がわかる曾次いで設置主体別マみ1る≒民問（社会

　福祉法人） に積極的匁考え方を示すものが90．3％と高率

を型て騒娠車騨勲鞘！ま・やや低ぐ「労働過

無 狩職ひ資麹鮪れる・醗的姥え方蛯
麟喫ある・1騨鯨脚繊及獄阪・神戸涼
鞍璃辺繊の騨悪辱に肺立り揚餌．職酔

客騨諦磯轄襯引騨桝て・歳舳な回髄
　みているものは83．3％にのぼっでひる。そ’して地域に期

　待される礁よりも， 職員としてのあり、方殖対す資問榛な

　おしの機会とすることへの積極的な姿勢≧舜け≧酸ら麹

　るのであ多σ年齢別で大別してみると鉱20歳伐鱒自弓謬

　価の機会養なるζ ，と㊨意味をあげ‘1年齢を重ねうことξ

　比例μく以専門性の高度化への契機≧なうこζや・i．培塚

社会醐待され靱とへの意磯醐する園答が多鎮
　う．ズい多。1 ＝yl 二 ・．」

』』
』、障、1』」㌧・1ノ』』 ．』二1

　3乞施設管理運営上にとって　　、レilr．雌、r：県．・宜㍉．1．げ

　・ 第：19表によるど「物心の援助が1得られて ブ藪蒸琴な

　る』」どする心のが50』1％である6・さらに∫地域社会の強

　■ドを早く把えられる」 それへの対応をす郵こ之に劣ぢ

　宅丁施設の機能然高められる」．とする回答は36滲％，前、

者を含めて86‘9％傭定的な意見が示されてい翻 樋、』

　別でみると，積極的な意見を弾調←∫し）う璽は真堵築遇

一職員の保母，指導員であるo管理面の色彩の強い立場に、

　ある施設長，齊記は，むしろ物質的，精神的援助関係だ

；イトカミカ・カ・った回答が多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ　　ドハ　　ド

　地域社会に施設炉理解されるよう些運ぶ畜鳶、ρ方が・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ

鈍聴卸聞題やニザ醗見し雌に把擁鯵まf慾
づ、嘩開がかがり困灘購辞纈r㊧勲噸輝
、さ麹隅初鰍勧そ興りに力噂勉で降卿妙
臆た地麟況によっズも左右趣る垣躍餐

　う。設置主体別にみると民間施設に（ぬ璽回答参多‘，を麺21、

・には都道府県立の施設聯員の回答が多くなっているザ年r
．代別酒は含O歳㌣40歳代¢）職員が（2≧の意見が強，弘、．旛毅亟イ

【

　　1　　　　　 』r』 　　　　1　　　　　　　　　　ド”一v㌧　
憩を灘匙みると第・8表の如く・施設長醜鹸

章ぐρ間に差参桑られる。節設長は，地域社会からの期

待と専門性の向些奪願う考柔方が強いのに対しド処遇験”

員は，．視野の拡天とUう．良己に向けての評価となって焼、

一211一
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第19表　施設の運営管理上

項 目 実数万XlooLXI。oi
　　　回答数　i施設数

（1）地域住民の理解が深まることにより，物質的，精神的に多くの援助が得
　られブラスになる。

（2）地域の二・一ドを早く把え，施設の機能を高める ことに役立つ。

（3）施設内の亦で精一杯の現状では，地域との関係を深めることは負卑を増
　し望まレ．くない。

（4）その他

無　回　答

152

112

18

4
17

50．1

36．8

5．9

1．3

5，9

％
151，0

37．6

6．0

1．3

6，0

％

合 計
1 303 i100．0

第20表職種別 （％）

’運営管理に

　とって （1） （2） ⑥　　計
職　種

総　　　　　　 数 釧副』 614い・軌・

施　　設　・畏 56．1 35．8 18．ρ　100、0

書　　　　　　記 63．6 31．8 4．5　100．0

保母・指導員 43．6 52．7 3．6　100．0

そ　　　の　　 他 47．4 52．6 一　　100．0

機能の方に苦慮し，その変革の必要性を感じていること

がわかる。施設畏の自由回答の中に次のような見解が示

されていた。「コ ミ』ニティ・ウークを積極的にすすめ

ていく礁の必要を感じ淀いるが，職員配置の余裕がもて

ない」　「より専門的治療的施設の機能を明確に示す礁が

大切である〕 「養護施設は，間題処理能力をもち，場合

によっては治療能力をもっているべきである」・等凌可成

り穣極的な，地域の要求にフレキシブルに対応すること．

の必要性をあげている。 職員養成の改正や，施設運営の

変革の必要性をあげている施設長があり・30歳後半から

40歳代の若年管理者の意見である。目立っている点で

は，地域別にみると関東，東北に比して西日本の施設に

よ．り積極的な意見をもづているものが多いことである。

北海道，束北地区の施設では，　「施設内のことで精一杯

で，職員の負担となること」をあげて，ネガティブな意

見をもつものが多い。地域住民にしても，東北地方独得

の閉鎖的傾向と相まって，施設存在地の地理的条件とも

かかわりが大きいといえようご

r「施設の機能は，』住民の二一ドに密着していなけれ

ば，施設児童に対する地域の偏見は，ぬぐいされない。

したがって地域社会の人々が気軽に利用しうる機能を明

示していく必要がある」とする意見も関西地区の施設職

員の意識の傾向どしてとらえることができる5

4，地域住民にとって

　養護施設が地域との関係を深めていくにあたづて，施

設側ではよい効果を期待、し，その結果を期待している点

はいなめない。第21表によると，　「住民参加の契機参

加の場が身近かに得られる」という得点をあげているも

のが57，1％，「職員による専門的サービスが受けられ地

域福祉の向上につながる」とするもの29．4％となってい

る。これは住民自身が意識として自覚していなければi

施設側で推測しても意味をなさないのである。

　施設側としては，住民が真に施設の存在によって得点

を実感するような働らきかけをしなければならな》。

「施設が地域社会に働らきかけることは，住民にとって

第21表 地塚住民にとづて

項 目

（1）近隣の施設とつながりをもつことにより・福祉への住民参加の具体的な
　　場を得るこ とができて良いと思う。

l2）気軽に施設設徹利用し職員のサービス綬けられる1こと！よ・地鞭
　・祉の向キ硯なり良いと思う。

』（3）鍛麺町鍵かけることは住駄とって迷惑なことだと思う・

、ω鰍咳在すること鯵が・繊にとつ奪迷惑なことだと思う・
（6）そ の也、

無　回　答

合 計

実
数＃X1。o旨・X1。o

　　　回答数　1施設数

・173・

89

3
4
7

27

303

57．1

29．4

1，0

1．3

2．3

8．9

％
58．1

29，9

1。 0
1，3

2．3

9．1

％

…，・1／
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は迷惑なことである」とみている者工，O％ヂ「施設め存

在そめものが，地燐住民に≧ってけ迷惑だ」 とする もの

1．3％ある。これらは単に数値の問矩ではなく，内実的・

な周翠として深く考えてみなけれぱならない。

職2表、職 種馴．r、　 　　 　（％）

』第24表職種別 〈％）

　　　塘域住民
　　　　に1とって （1）’ （2）P （3）　　（4）　　計

職種別

・総 数』

施 一設　　畏

醤　　　　記

保母・指導員
そ　　の　　他

砥・1 3331L・…6ゆ・

62，2

65．2

71．2
61 ，1

33．9　1，7

34．8
2ε．8

138，9．

2、2 100．．0

100．0

10σ，Q

1100』g

職種別「

行政に、
とらて　（ユ）　　（2）　　（3）　　④　　計

訟　　　滋 鋤3L・匝7卜坤・ぴ・

』』施　
設　・畏・r・魯　　　’記∴保母5指導員　そ　　の　　他

野9よ9

5’り

4．b

3．3

・翫7

0．0

32，0

3．3

7♂2

．0『

3．3

　　7．2
5PO　・

100，0

00．0

00．0

00．0

　次にこれらの意見の職種別をみると第22表めように保

母，指導員が，住民参加の場の提供について積極的な考

えをもづており， 地域住民にどぢてもプラスになるごと

をあげていることは蛮実である♂設置別をみると、市町村

立の施設に住民参加の具体的な展開にづながることを強

調している ごどがわかる。・即ち』’各市町村単位にボラソ

ティア講座などが盛に開催ざれ， ・そのブ・グラ蓋の篇環

として施設が活用されている経験からも，強ぐ感じどる

ことになっているものと思われる6 ド．

5i『行政にとりて”　㌧
　行政側にたって，施設が地域社会と結び付いてV・く方

向が積極的になれば，第23表にみ番如く，・行政参加べの

’具体化め契機にな・る』こ とをあげている者が51 5％となら

ている。施設がその地域祉会の具体的二一ドをどらえる

場としそめ位置侍けをじた場合にヂ感め細がな二謡ドを

乏ち・える機能を重視し，それが行政へ反映するよう比考

えぢれるどすらもの25涯％乏なっている5・この項目での

無向容ゐ中には，』行政木信ゐ中味も含まれ《おり， 安上

り施策へめ強調された意見も含まれているよう にみ一え・

るσ ・回答者の職種別をみると第24表の如く ，書記に「住

民の福祉意識の向上と，それが行政参加の具体化につな

がる」｝とする意見が75．；0％と高率を示している。1施設畏

は（2）の向答にも31．＝7％を示し懊重な考え方であるごとが

わかるずその中セ行政関係者・ （児童相談所職員，・県関係

部署にいる者）は，安上り政策につながること’を主張し

ていることは興味深いヒとである。設置主体別では市町

村立ゐ施設が（1）の積極的行政参加の具体化をあげ《いる

むのが多い6社会福祉法天の場合は，都道府県立め場合

と1セま昏ま同・じ傾向を示し’（めと（2）φ両者が同率どなら て1レ、

貌隼齢別でみ6と2δ歳代の者は，穣極的な（1×2）め回答

議あ纏騨碑畏轡り卑策を麹下

　以上，養護施設が地域証会との闘係を通じてどめよう

に機能したら』よいか，二 1そめ功罪についてめぺて・きたが，

ここで綜合的にみてみるを第25表めように， どの項目 に

ついても肯定歯な向容が多ぐあらわれでいることに気付

く。「行政1ことづで」を除6て他はすべて85％以上となっ

ており ，積極的な地域とのつながり，施設の開放などを

自覚してV・ることがわかる5ただし， 問題なのは， いが

に具体化をはかるかであり，その手順が重要となろう。・

地域は住民にとっても，施設児童にとっても生活の拠点

であり，関係の契機を辱ましい状態の中にっかまねぱな

第23表　行政にとって

項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目
　「　e

　　　　　κ　　　　　　　κ　　数　　　×100　　×100　　　　回答数　　施設数

｛①r 域住民の福祉への理解が深まることによって，行政参加の具体化がは
・ 　炉られる・．

（をプ地域に肉かれた施設を通じて地域の昌一ドをより早くヂきめ細く把える　　、ことができる。　　　　　　　　　　　　　　、

（3プ地域福祉需要に対し， 既存の施設機能のみによって応えることは安上り
　．陣策である・

ジ住民バウ」　の強化によって行政施策の不備を指摘されて困るポ

（の1そ　のて他

㌃回　答

156

77

6』

2　448

　　％
51．5

5．4

5．3二

〇．7

315．8

　　％
52壌

5播

5．4

0．7

1∫3

6～2

合　　　　計　　　　　　　　　　　　
303 ・・叩 1／
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第25衷　総合的思考 （％） 第2俵r、職種別 ．（％）

項　　　　　　　目 陵鶏鶏その鵬回答

児童にとって 86．7 6．2 2．3 4∫8

職員にとって一 84．7 9．1 0．7 5．5

施設管理2運営にあたって 86‘2 5．9 1．3 5．9

地域住民にと？ て 雛
5 2．3 2．3 8．9

行政にとっで． 76．9 6．o 1．3 15．8

らない。 いわば， 施設側の地域社会住民の生活，意識の

状況判断の如何に大きく かかわりが出て くることになろ
う、。

　祉会化をはかるこζのそれぞれ㊨立場鱒ある1もの．の

「功』を認めている姿勢が窺われるこ．ζは， 今後の養護

施設のあg方を検討していくことに期待レうる帯実とし

てみてよヤ・のではなかろう か。・1』 1♪、

5・こやがらの肇譲施設のあり方　　　　　　　．

・、前遷レてきたように，地域社余尽機能玄為肇誰施誰礎

挙ワ方年開する意識はわがっなが・具体鰍モ何にタ．をて

社会化をはカ’ったらよいのかが重要謙題飾為「こ「ζに

自由記述Q中から（全調査回答の弓6．3％が意見奪キ笠て

くれた） い‘つかを紹介レてみよラ。辱
．．

▲絶設の閉鎖性φ打瑛をすることによ？て・・地峨の人弗

　の自由な，そして気安さをつくり出すこと。

△曝9意識の騨及び灘的・灘的姿勢？まり主体
　性の確享を揖かるべきである。

ム聯員自身が，弛域住民のかζりだと恥ラ悪識 をもっ

　て， 頃然騒弛塚住民とつきあえるよ：う巳心がける尋 き

であ郵．

以上が地設側の条件を雍え多努力吸挙嬰悔洋強凋さむて

唾 う。1．

▲施設運営の近代化

ム理礎長り考え方の変革と柔軟腔の泰馨＝．．＝、

▲施設機能の新しい，独自な方向性を打出すこと。

讐攣設1轟1鑑瞬
施　　　設　　　長 65．6 21．9　12，6』 10α0
書　　　　　　記． 68．2 18．2　13，6 100．0

1

保　　舟。指導員 64．9 10．5　24．6 、10α0

そ　　　の　　　他 70．0 10．0　20．0 100．0

など， 設備や施設の解放， 園庭の解放を通じで物的資源

の提供を強調し史いる。次いで

▲現時点での施誰内児産処遇の強化

▲入所児童と保護者とめ関係を保つ蛮の働らきかけとそ

　の協力活動の展開が第一歩’

▲児童の処遇に有効な実績とその評簡

▲地域社会の期待に積極的に対応でき．る条件を常時整備

　 していかなけれぱならない。

こ、のような条件整備をする；とによって，．住民の活用溝

なされ，住民の選択能力， つまり問題今の対応のモチ丼

rションが明らかになっていくのである。．1．1

▲新しい専門職種制度化の必要性　 、　． 1
▲私的契約児の受入れ可能性の状況をつくる』

▲県単位での法人合併化による統合，騨整サ〔ゼろをす

　 ること「

▲施誰の小痺模化と地域分散礎必要憐g認識

なぐの行致課題琴対する意見も頻当な承欲柔．募に導茱わ’

れていた。

　次に養護施設のこれカ㍉らの薦多べぎ方和と1し事』♪⇒・婚

とらえる苓きかを問う、た回答が・第26卑であ湊娯π麺諺

児童犀）鶏遇向よを臓かるととも軽心地壌児童⑫褥撰曾為

醗解力を入れていく審芽學ましレソ与す為も璽6真4彩蚤

過半数を占めて熔る壁　「施設律牽璽磯能盈拳説レ守瞭よ

うに慎重に考えていくべき」とするもの，慎重派が17。2

第26衷 これからの養護施設の機能として

項　　　． 　　　　　　　　　　　　　目
実　数ム×loo労XI　　　　回答数

．施設数、．

OOi

　乱
儀艦灘艦蟹雛欝こ鱗魏響魅とと鵬地

2プ施設従来め機能を逸脱しないように，慎重に考え，実行していかなけれ　　ばならないと思う。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　’

3ヂ養護施設はその機能を広げるよりも，より小規模化し，ファミリー・グ
、・ ルーブホ〔ムや里親等の方向にすすむ方萎よレ）と思う。』

④iそ　のに他
『母ぎ啓，

185

2

40

5
21

　　．λ％　6L1』ンーr　17酢2

　＾・二
　 　■　　、

　L7（

　6」8

1・、　　％
62邊　　㌧、、

　：13．4．ノ9＝1　　1ピ7

　7』0
　み

　 　 　　　 　『　「　　　　　　　　　　　　　　－　　　　 　 　　　一　　　■　『　　

　　　　　　　合　　　　　計 303 1・呵／
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％で海る。但し施設従来の機能と 嫉何かが問題であり，一』

その解釈によっては逆行するこξ も考えら、れよ、う 5　「雄

設の機能は，ファミリー・グル嘆ブホー李のよう．に小規

模化していく帯の方向付け⊥を強調しているも Q1窃溜弩

あるq第26表の項目（翁と：（3）は，ご 組みあわせて考える；と

も地域の状況によづては意味がある渚思われるず㌧

ゴ碗方，1，施設の機能と して，． 地域社会との関係やその必

要性， 社会化などと今更の如く強調している癖に反搬し

ている施設長の意見も’見逃じ難いといえよう’。・ その1は

「本来施設は，・ 社会の与戸ド．に適切に流動的に対応すぺ

きであり，今更の如ぐ社会化などと いうところに問題が

ある」「これまでの施設は，黙って地道な努ヵを積み重’

ねてやってきた，、現葎も同じよ、うに実践して触る。1施設

　　　　　　　　　　じ　　　し　　　　
の社会化などといっているニセ指導者（研究者をさす泳

の自戒を促す」　「施設嬬・それ自体社舎の共布勿頂義を

から，必らずしも施誰鷺閥教する必璽は客い。、 児童分偶

性を大切にする；ξ；そ玖輝設職員り重大な、年麹：で1葱

る」等々，鋭い指嫡も南る6．繁ず静熊レても瞬常犀輝謬

職員・及び住民も含めて・ ト堤牽｛賊こ為っ・なドき祐綿魁な

対応硲実体を割り出す努ヵり挙要憧を再確認ヤ㌃ げれ獄

ならない。

　前述の第26表との関連で，その回答を職種別にみたも・

のが第27表である。直接処遇駿員ぞあ6傑毎1ざ指適員

をマ・緯の小規模化鱒韓麹卯｛弓夢％も、仰職
歓比レて高い率蛎して蝉遜重鷲騨る（2）噸
興；？いては，．施設畏カマ些。9％と脅‘塗って野る。 ㌍磯

開や騨者傭見は乳（1）碩目嘱率砺レて鴨・今
毅曽に（1）の項昂に離す畜悪早力1多くを？ズおり・ 簗塚児

童を含めての地域福祉的視点を基盤としていること丞わ

か転
』購暖享体別で寿る と， 都道府県立の矩翠尋IF，・ （2）g琿

月であう壌聯グ多く五4餌欄跡り燐見嫡樺忌イ勤導

な瞭ズセ》るずこの小規模くヒ，培球分酢化は％行隊的に璽

非常な零難を伴塗引りで瞳タい喬ζ考墨昏苑逢。1年齢副

にみると，20～30歳代に小規模化を思考玄為も脅淳争

≦紡（多！項目り惇重派幣印糞代に些韓的争く二嚥てヤ）る。 と

鰭瞬の機能について1馳雌の影響のあらや鯵目
r立饗いる・？まり・ 勅．北騨肺麟 騨纏
に懊重派が多く（26．7％，27．工％）関東，近畿に小規模

化が高率を示している。いわば，東京，大阪，京都，神

戸を中心とする都市志印型といえる かもしれない。

V　施設の社会化をすすめる上での問題点

　Nで述べたように，施設長をはじめ施設職員，関係者

のほとんどが，養護施設が地域社会との相互関係を深め

ていぐ二とを肯定的に』どら，えている6 しかし， 実際には

皿の「社会化の実態」で報告したように武施設は多rくの

問題をかかえており，すべ頂4）施設が有効K地填社余に

機能してヤ・ると 1ま言い難い現状で昂為．蔓

』雄設関曝者のほζんどが，輝設然社会化レ誓いく、藁と

そ今後の雄設㊨すす蓼タき方自と レて穣極的に考え誓k、

多にもカ）かわ蔭ず，1』、．獣かなか集現し蔓い原因曝ぎこ 匿疹

るのであろうか。　〔雄殺g社会化をすす珍為時礁障害と

なる要因は， 何だと思レ｝ます参4詐垣義質問畦填由誰述

レてもらっ 燐り腰約レ荘韓璽も？聞題井醐の
問剛r微り曄」∫そ卿」叩？1マ分鷹騨鶴
逢。．そ塵ぞれの閃題は相互に寿）5憂合ヤ・， 』切り離してば

考えら醜嚇．り騨琴、桝師までもな匹
L 絶謬ゆも？問題1，ヂ、〆「索　』二．r 1．

1｝

　①職員に関する問題　　、、 ： 』』・、縁魚

○人員及び労働条件の間題　　　　　　』 1、．』 ド　、s

　まず職員数の絶対的不足をおげなけれビなら ない。…施

設内の仕事だけでも大変なφに，．，地域のことまで手を広

げれ威て当然の結果ζして錐羅児童にしわ寄せがゆきヂ

職員の労働強化・、過労とな多ρ・また中途半端な仕事はか

え？ て地填住民の厘感も認ζ司職員の定数増と．労働条件

の改善が基本的な課題矯海逐。～
＿．、、 ．、 ．、 、

○職員の資源と専F購生の蘭題 1＼ ン　　、 昏 、1弩、気 11
　職員の「量』の不足と向時に「質」の間題も取り上げ

られている。全体的に職員a資質を向上させることと，

飛炉ティ・ ㍗麺灘的騨し得う専購員の配
置ゼさらにぱ研修御膝④充寒と，ヌ日常学習ができ1るゆξ

りある勤笏ができるよ うにす為、こ とが推摘吝れていう。l

Q職員の意識ダ姿勢の間題二ド

　、「職員の福祉に対する理解の浅さ』・「職員間のテ絶ム・

7一クの悪さ」 Fやる気の無さ⊥などがあげら』れて喚

る。この様な職員の意識，、．姿勢の問潭は， れだけを取

り出して評価することは妥当性脅欠き，労働条ン件や蟻

翼，・施設管理者め考え方などと豪腹の問翠であうう嚇セ

恥し，，どこか鱒突稼 日こ客見邸レてヤ・かなけ訓騨進展レな

いとするならば福祉鱒誰で働逢者のバイ オ吊ア彰レてき

の気慨に期待したいと； うで拳る6』 　　　　　　、
、、

　②・施設の運営管理に関する問題

Q閉鎖的， 非民主的施殻運営』く… 1　＝汽』ゴ 三㌧

　「施設管理者の前近代的施設運営」　「自己保存，安定

のみを求める甘えの態度」　「管理能力の無さ』が指摘さ

れている。職員の姿勢と同様に，あるいはそれ以上に簿

設管理者の意識，姿勢が問われなければならない。

○「蛮故』への保障の問題

　施設を地域住民に開放したり，地域の子どもを指灘し

一2151一・



日本総合愛育研究所紀要 第14築

文いる間に起る寧赦ぺの責任，保障の問題をどうするか

が解決されなければならない。

　 ③　財源，施設設備の問題

　　「予算なくして活動は出来ない」措置費には地域活動

め費用は含まれていないし，現在の予算を弾力的に運用

することも認められていない。また，施設設備も不十分

で，あえて地域住民に開放すれば施設児血のブライバシ

ー侵魯にっながる施設も数多くある。

　④これまでの養護実践の貧しざ

　ごく少数ではあるが非常に一きびしい意見が出されてい

る。施設が地域社会から理解されない原因の一つには，

　「これまでの養護施設の実績があまり高く評価されてい

ないこと」「地域住民の施設不信任」「施設がこれまで地

域住民に何の益ももたらさない存在であったこと」など

がその主なものである。

2．地域の問題

　①地域住民の偏見，無理解の問題

　 「施設は自分と無関係な特殊な人種めいる所」rかわ

一いそうな子のいる所」「福祉を社会連帯ですすめていく

　という観念のなさ」　「日本人の国民性として，隣人愛，

人間尊重の意識ゐなさ』等々，実に様々な角度から地域

，住民の施設に対する偏見無蓮解が列挙されている。住

民の理解を得るための施設側の積極的な活動が期待され

る。

　②一ゴミ五』チィの未発達

　養護施設の機能を考える時に，r「地域∫をどうとらえ

るかということとともにザ現在日本人の間にどれだけ

　「自分め地城」といぢ認識があるかどいち蘭題である。

　「地域が民主的に組織化されていない』　「都市化現象が

1すすむなかで地域の結びつきが弱まらている」ことが指

摘されている。施設が地域づくり，福祉のまちづくりの

‘端を担っていく必要性は増している ど言えよう。

：3♂・行政ゐ問題　・

○施設入所措置のあり方

　広域措置で，地域内の児童が他地域に措置され，他地

域の児産が入所してくる箏が多い。

○措置費の算定基準と運用の制限1

　基準が低すぎること，地域関係費用が含まれていない

こと，予箕の使用枠組がきびしく決められていること。－・

○公私施設の役割分担についての行政指導のあり方・

○施設中心主義の考え方㌧

○たて割行政とセクト主義

○福祉行政担当者の意識及び専門性の低さ

　施設児童の処遇の向上とともに，地域全体の養護問題

についても，養護施設が積極的に対処していこうとする

時に，それなりの行政指導と財源，人員などの配慮がな

されなければならない。そのためには，住民参加による

地域の総合福祉計画がたてられ，施設の適正配置やその

他の諸施策との連携を強め，住民へのサービス向上が実

現される血の通った福祉行政が期待される。’

4，　その他

　以上の他にあげられた問題には次のようなものがあ

る。

○施設職員の養成，研修のあり方

○学校教育における福祉教育のあり方

○社会教育，ボラソティア養成のあり方

○社会全体の生活の多様化とゆとりのなさ

　以上が，施設の社会化を具体的にすすめていく上で

の，現時点における問題点としてあげられているもφで

ある。

お　わ　り　に

　養護施設の問題は，古くて新しい問題ともいえる事が

多い。』概にあるぺき方向性の如何をいう’ことはできな

い。地域社会の成り立ち，文化的背景などと施設の設立

過程での住民とのかかわりあいの如何が，施設の存在と

施設児童への住民の理解の度合を決定していくまうであ

る。

　諸種の過程をふみ歴史的にも古い，児童福祉施設の中

でも典型的な施設として位置付けられる養護施設の機能

を問いかえしながら，地域社会との関係過程創出と とも

に，一毅家庭との相互関係，地域児童の福祉への協働関

係をつくり出していく礁の重要性を確認していかなけれ

ばならない。

　それが，われわれに課せられた課題であう。今後（53

年度）は，地域住民側の施設に対する認識，具体的なか

かわり方を中心に研究にとり1くみたいと思っている。し
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